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第
２
回
「
鬼
怒
川
の
外
来
種
対

策
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
開
催

「
ど
ん
ど
焼
き
」
で
良
い
年
を
！

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二

月
十
日
（
金
）
に
さ
く
ら
市
役
所
に
お
い
て
第
二

回
「
鬼
怒
川
の
外
来
種
対
策
を
考
え
る
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

※
ど
ん
ど
焼
き
は
、
竹
で
組
ん
だ
や
ぐ
ら
を

立
て
、
そ
こ
に
正
月
に
飾
っ
た
門
松
や
注
連

飾
り
、
書
き
初
め
で
書
い
た
も
の
等
を
持
ち

寄
っ
て
燃
や
し
ま
す
。
※
地
域
に
よ
っ
て
、

呼
び
名
・
燃
や
す
も
の
は
異
な
る
と
の
話

で
す
。
※
ど
ん
ど
焼
き
の
火
に
あ
た
っ
た
り
、

焼
い
た
団
子
を
食
べ
れ
ば
、
そ
の
一
年
間
健

康
で
い
ら
れ
る
な
ど
の
言
い
伝
え
も
あ
り
、

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
る
伝
承
行
事

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

鬼
怒
川
・
小
貝
川
流
域
の
各

地
で
小
正
月
（
一
月
十
五
日
）
頃
に
、

日
本
全
国
に
伝
わ
る
お
正
月
の

行
事
、
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
ど
ん

ど
焼
き
も
減
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
地
域
の
伝
統

行
事
を
見
直
そ
う
と
い
う
住
民

の
機
運
が
各
地
で
盛
り
上
が
り
、

復
活
す
る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

鬼
怒
川
・
小
貝
川
お
よ
び
そ
の
支
川
で
、

(

魚
が
浮
い
て
い
る
、
油
が
流
れ
て
い
る
、
異
臭

が
す
る
、
川
の
色
が
変
で
あ
る
、
異
常
に
泡
が

発
生
し
て
い
る
）
な
ど
の
水
質
異
常
を
発
見

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川

通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
の
市
町

村
役
場
・
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鬼
怒
川
・
小
貝
川
通
報
連
絡
セ
ン
タ
ー

下
館
河
川
事
務
所

管
理
課

０
２
９
６
（
２
５
）
２
１
６
９

建
設
業
協
会
と

意
見
交
換
会
開
催

沿川各地のどんど焼き

・さくら市・市民団体・栃木県・日本野鳥の会

・東京大学大学院農学生命科学研究科

・国土交通省下館河川事務所 などで

『地域との連携による外来種対策の促進に

ついて』の意見交換が行われています。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月

二
十
五
日
（
火
）
に
茨
城
県
建
設
業
協
会
と
、
二
十

八
日
（
金
）
に
栃
木
県
建
設
業
協
会
と
今
年
度
二

回
目
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
下
館
河
川
事
務
所
（
発

注
者
）
と
地
元
建
設
業
協
会
（
受
注
者
）
の
双
方
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
を

行
い
課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
事
で
、
良
好
な

工
事
品
質
を
確
保
す
る
目
的
と
し
て
毎
年
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
市
民
・
市
民
団
体
、
行
政
、

お
よ
び
研
究
者
が
連
携
し
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
鬼
怒
川
中
流

部
の
外
来
種
対
策
活
動
が
効
果
的
に
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
現
状
や
課
題
・
事
例
が
紹
介
さ

れ
、
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
二
十
二
年

十
二
月
十
九
日
に
小
貝
川
支
川
の
糸
繰
川
で

の
重
油
流
出
事
故
に
よ
り
、
十
二
月
二
十
日

に
下
館
河
川
水
質
事
故
対
策
支
部
を
設
置
し

対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
糸
繰
川
水
門
付
近

及
び
下
流
の
小
貝
川
伊
奈
橋
付
近
に
オ
イ
ル

マ
ッ
ト
や
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
流
出

し
た
油
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
糸
繰
川
で
の
油
は
、
見
ら
れ
ず
、
新
た
な

流
出
も
確
認
さ
れ
な
い
た
め
十
二
月
二
十
八

日
十
三
時
に
注
意
体
制
を
解
除
し
支
部
を
解

散
し
ま
し
た
。

鬼
怒
川
の
中
流
部
は
、
急
流
河
川
で
あ
る
た

め
、
毎
年
洪
水
に
よ
る
河
岸
侵
食
の
被
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
は
、
東
北
と
関

東
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
主
要
幹

線
が
横
断
し
て
お
り
、
ひ
と
た
び
洪
水
に
よ
る

被
害
が
発
生
す
れ
ば
地
域
産
業
や
住
民
生
活
は

も
と
よ
り
日
本
経
済
に
甚
大
な
損
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

長
い
年
月
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
河
岸
侵
食
や
深
掘
れ
に
よ
る
堤

防
・
護
岸
・
橋
梁
な
ど
へ
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
予
防
的
措
置
と
し
て
、
緊
急
的
に
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

現
在
下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
そ
の
対
策
工

と
し
て
、
鬼
怒
川
中
流
部
が
人
頭
大
（
約
二
十

㎝
）
の
玉
石
・
礫
が
主
体
と
な
っ
た
礫
河
原
河

川
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
活
か
し
て
、
現
地
の

河
床
材
料
（
玉
石
）
を
利
用
し
た
『
ぽ
い
す
と
ー

ん
工
法
』
（
寄
石
、
水
制
、
導
流
堤
）
を
考
案
し
、
適

応
性
を
検
証
す
る
た
め
の
試
験
施
工
を
氏
家
出

張
所
及
び
石
井
出
張
所
管
内
に
お
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。

河
川
敷
の
各
地
で

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す

大
切
な
水
の
た
め
に

油
等
は
、
絶
対
に
川

に
流
出
さ
せ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す

鬼
怒
川
河
岸
浸
食
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み

現
地
の
玉
石
を
利
用
し
た
『

ぽ
い
す
と
ー
ん
工
法
』
試
験
施
工
中

寄石工横断図

工法イメージ図

鬼怒川中流部水衝部対策工事

さくら市向河原地先

宇都宮市下小倉地先

枯
れ
草
火
災
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ

最
寄
り
の
消
防
署
等
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

空
気
や
草
木
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

周
囲
へ
延
焼
し
大
変
危
険
で
す
。

た
ば
こ
や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

この工法を試験施工します。
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と
ー

ん
工
法
』
（
寄
石
、
水
制
、
導
流
堤
）
を
考
案
し
、
適

応
性
を
検
証
す
る
た
め
の
試
験
施
工
を
氏
家
出

張
所
及
び
石
井
出
張
所
管
内
に
お
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。

河
川
敷
の
各
地
で

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す

大
切
な
水
の
た
め
に

油
等
は
、
絶
対
に
川

に
流
出
さ
せ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す

鬼
怒
川
河
岸
浸
食
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み

現
地
の
玉
石
を
利
用
し
た
『

ぽ
い
す
と
ー
ん
工
法
』
試
験
施
工
中

寄石工横断図

工法イメージ図

鬼怒川中流部水衝部対策工事

さくら市向河原地先

宇都宮市下小倉地先

枯
れ
草
火
災
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ

最
寄
り
の
消
防
署
等
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

空
気
や
草
木
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。

周
囲
へ
延
焼
し
大
変
危
険
で
す
。

た
ば
こ
や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

この工法を試験施工します。

自治体による

糸繰川対策

糸繰川水門付近の対策状況

オイルマットやオイルフェンスを設置

油の除去作業を行いました

回収した活性炭入り

オイルマット

吸着した汚れ


